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全体構成図

特徴

xD-Picture CardTM, SmartMediaTM, 16KB Block Size NAND Flash Memory Controller

概要
TE5559は、16MB～2GBまでのxD-Picture CardTM, 8Mbit～1Gbitまでの
16KB Block Size NAND Flash Memoryまたは、1MB～128MBまでの
SmartMediaTMを制御する事が可能なフラッシュメモリ・コントローラで
す。ECC生成及び検出, メディアのアクセスタイミングの生成をハード
ウェアで行っておりますので、メディアに対して高速にアクセスする事
が可能です。また、海賊版xD-Picture CardTM判別機能を内蔵しています。
TE5559は、ハードウェア(TE5559-h)とハードウェア制御用ファームウェ
ア(TE5559-s)で構成されます。 TE5559-hは、所定のレジスタをアクセ
スされる事により各メディアへのコマンド発行, アドレス発行, データ転
送等の処理を行います。ホストCPUからTE5559-hへのアクセスは、全
てTE5559-hを介して行う事が出来ます。TE5559-sは、メディアをMS-
DOSファイルシステムとして管理する機能を内蔵していますので、
TE5559-sをお客様のシステム制御プログラムに組み込む事によりメディ
アに対するコマンド等の詳細を意識する事なく、ファイルの読み出し、
書き込みを実現する事が可能となります。

『ファームウェア部(TE5559-s)』
■ Cソースコード提供
■ 16M/32M/64M/128M/256M/512M/1G/2GBのxD-Picture CardTM

サポート
■1M/2M/4M/8M/16M/32M/64M/128MBのSmartMediaTMサポート
■ 8M/16M/32M/64M/128M/256M/512M/1GbitのNAND Flash Memory
サポート

■メディアを2個まで制御可能
■海賊版xD-Picture CardTM判別機能内蔵
■ FAT Management関数サポート
■ FAT12/16サポート(FAT32未対応)
■ SSFDCフォーラム物理フォーマット仕様Ver.1.30準拠
■ SSFDCフォーラム論理フォーマット仕様Ver.1.20準拠
■ xD-Picture Card Host Guideline Version 1.00準拠
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■メディアの書き込み/消去アルゴリズムをサポート
■各容量のメディアの自動認識機能対応
■メディアの延命機能対応

『ハードウェア部(TE5559-h)』
■ VHDL提供
■ CPU I/F ⇒バス幅：16bit (同期バスのみ対応)
■外部入力クロック：Max.100ns
■ ECCの生成及び2bitエラー検出機能(1bit訂正はファーム
ウェアで処理)

■高速書き込み転送アルゴリズム機能内蔵
■ TE5559-h×2個搭載時、メディアを2個制御可能

システム制御プログラムシステム制御プログラムシステム制御プログラムシステム制御プログラムシステム制御プログラムシステム制御プログラムシステム制御プログラムシステム制御プログラム

ファイル管理系ファイル管理系ファイル管理系ファイル管理系ファイル管理系ファイル管理系ファイル管理系ファイル管理系API(f1_alpha)API(f1_alpha)

メディア制御系メディア制御系メディア制御系メディア制御系メディア制御系メディア制御系メディア制御系メディア制御系API(f1_jet3)API(f1_jet3)

ファイルアクセスファイルアクセスファイルアクセスファイルアクセス

LBA (Logical Block Address)アクセスアクセスアクセスアクセス

16KB Block Size NAND Flash Memory

TE5559TE5559--hh
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TE5559-sサポート関数・コマンド

『ファイル管理系API』
f1_aInit() イニシャライズ関数
f1_aFormat() フォーマット関数
f1_aRdOpen() ファイルオープン関数(リードモード時)
f1_aRdSec() ファイルセクタリード関数
f1_aRdClose() ファイルクローズ関数(リードモード時)
f1_aWrOpen() ファイルオープン関数(ライトモード時)
f1_aWrJet() ファイルセクタライト関数
f1_aWrClose() ファイルクローズ関数(ライトモード時)
f1_aDrSec() ファイル情報セクタ取得関数
f1_aDrClose() f1_aDrSec()クローズ関数
f1_aCpSec() ファイルデータコピー関数
f1_aDelet() ファイルデータ削除関数
f1_aRename() ファイル名変更関数
f1_aMkdir() ディレクトリ作成関数
f1_aRmdir ディレクトリ削除関数
f1_aSmFree() ドライブ空き容量取得関数
f1_aSmInfo() メディア情報取得関数
f1_aRdErSt() 詳細エラーステータス取得関数
f1_aAccess() ファイルデータの属性取得関数
f1_aChmod() ファイルデータの属性変更関数
f1_aFstat() ファイル情報取得関数
f1_aFssek() ファイルポインタ移動関数
f1_aFtell() ファイルポインタ取得関数

f1_aAmOpen() ファイルオープン関数(Amendmentモード時)
f1_aAmRdS() ファイルセクタ読み込み関数(Amendmentモード時)
f1_aAmClose() 修正ファイルクローズ関数(Amendmentモード時)
f1_aAmWrS() ファイルセクタ修正関数(Amendmentモード時)
f1_aAmIns() ファイルセクタ挿入関数(Amendmentモード時)
f1_aAmDel() ファイルセクタ削除関数(Amendmentモード時)

『メディア制御系API』
F1P_INITIALIZE イニシャライズコマンド
F1P_STATUSREAD ステータス・リードコマンド
F1P_IDDRIVE ドライブのパラメータ情報取得コマンド
F1P_READSECTOR セクタ・リードコマンド
F1P_WRITESECTOR セクタ・ライトコマンド
F1P_FLASHREAD フラッシュ・リードコマンド
F1P_FLASHWRITE フラッシュ・ライトコマンド
F1P_BLOCKERASE 物理ブロック・イレースコマンド
F1P_LGBLKERASE 論理ブロック・イレースコマンド
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システム構成例
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TE5559TE5559--s Work Areas Work Area

TE5559TE5559--s Codes Code

『必要RAM容量』
• 8KB～

(2ゾーン分テーブル構成/
128MB xD-Piocture Card制御時)

TE5559-s (Cソースコード)

『必要ROM容量(TE5559-s)』
•約65KB

リード/ライトパフォーマンス

お問い合わせ先

お問い合わせ先
東京エレクトロンデバイス株式会社
開発営業グループ
Phone : 045-474-7035
Fax      : 045-474-5617
E-mail  : top@teldevice.co.jp

『条件』
• CPU：SH3
• CLOCK：60MHz
• FAT制御及びErase時間含まず

書き込み速度：約2.0MB/s
読み出し速度：約5.4MB/s

TE5559TE5559--hh

ASIC

TE5559-h (VHDL)

『必要ゲート規模(TE5559-h)』
•約10Kゲート
• 512Byte Read/Write Buffer

xD


